
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県教育委員会 

算数チャレンジ大会２０２５ 

予選問題【解説】 



「算数チャレンジ大会２０２５」予選問題 解説 

 

１  

 

１ 答え 

 

① １００－７５＋２０００ ＝ ２５＋２０００ 

              ＝  ２０２５ 

 

② ５００－２９８ ＝  ２０２ 

 

 ③ ３６×６÷３ ＝ ２１６÷３ 

＝   ７２ 

 

 ④ ５０－（２０＋５） ＝ ５０－２５ 

             ＝  ２５ 

 

 ⑤ １６０÷８÷２ ＝ ２０÷２ 

＝  １０ 

 

 

２ 

 

「５で割り切れる数」は「５の倍数」と考えることができるので、 

「５、７、９の３つの数すべてで割り切れる数」は 

「５、７、９の公倍数」と考えることができます。 

その中でもっとも小さい数は、 

５×７×９＝３１５ です。 

答え ３１５ 

３６×６
３  

このように分数の形に

して計算することもで

きますね。 

１ 

２ 

（  ）の中を先に

計算します。 

１６０
８A２  

このように分数の形に

して計算することもで

きますね。 

１ １ 

２０ 
１０ 
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「算数チャレンジ大会２０２５」予選問題 解説 

 

２  

答え  ５２００ 円  

 

（解説
か い せ つ

）１日目について、 

    梨
なし

１個
こ

の定価
て い か

は、仕入れ値２００円の５割
わり

の利益
り え き

を見こんでいるから、 

     ２００×１．５＝３００（円） と表すことができます。 

    ３０個売れ残
のこ

ったので、定価で売れた梨の個数は、 

１００－３０＝７０（個） となるので、 

    １日目の売り上げは、 

     ３００×７０＝２１０００（円） です。 

 

    ２日目について、 

    売れ残った梨を、定価の３割引きで売ったので、１個を、 

     ３００×（１－０．３）＝３００×０．７ 

＝２１０（円） で売ったことになります。 

    １０個売れ残ったので、２日目に売れた梨の個数は、 

３０－１０＝２０（個） となるので、 

    ２日目の売り上げは、 

     ２１０×２０＝４２００（円） です。 

 

    １日目と２日目の売り上げの合計は、 

     ２１０００＋４２００＝２５２００（円） です。 

    仕入れ値の合計は、 

     ２００×１００＝２００００（円） ですから、 

    お店の利益は、 

     ２５２００  －  ２００００  ＝ ５２００（円） です。 

   （売り上げの合計） （仕入れ値の合計） （お店の利益） 
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「算数チャレンジ大会２０２５」予選問題 解説 

 

３  

答え ５７ 

 

（解説
か い せ つ

） 

 次のように、□をそれぞれ、ア～オとします。 

 

 

 

 

 

計算の結果
け っ か

をもっとも大きくするためには、アには、２～９の整数のうち、もっ

とも大きい数である９が入ります。 

次に、（ ）の中の分数をできるだけ大きくするためには、分母をできるだけ小

さくすればよいから、イとウには、２か３のどちらかが入ります。 

 

 

 

 

 

さらに、エとオには残
のこ

りの整数のうち、できるだけ大きいものを入れればよい

から、８か７のどちらかが入ります。 

 

① エに８、オに７を入れたときの計算は、 

 

 

 

 

 

② エに７、オに８を入れたときの計算は、 

 

 

 

 

 

となり、①の計算の結果の方が大きくなります。 

 

よって、求める答えは、５７です。 

× ＋ 

イ 

エ 

ウ 

オ 

ア 

× ＋ 

２ 

エ 

３ 

オ 

９ 

× ＋ 

２ 

８ 

３ 

７ 

９ ＝ ９ × ２４

６
＋

１４

６
＝９ × ３８

６
＝５７ ９ × ２４

６
＋

１４

６
＝９ × ３８

６
＝５７ 

× ＋ 

２ 

７ 

３ 

８ 

９ ＝ ９ × ２１

６
＋

１６

６
＝９ × ３７

６
 

＝
１１１

２
＝５５

１

２
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「算数チャレンジ大会２０２５」予選問題 解説 

 

４  

答え １２１㎠ 

 

（解説
か い せ つ

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図のように点線（補
ほ

助
じょ

線
せん

）を引きます。 

同じ 印
しるし

の辺の長さは等しいから、色を付けた図形は正方形です。 

 この正方形の面積
めんせき

は、 

  ８０－５５＝２５(㎠)  

だから、●の辺の長さは５㎝です。 

 

次に、㋑の長方形の面積は５５㎠ですから、 の辺の長さは 

  ５５÷５＝１１(㎝) 

です。 

よって、正方形㋐の面積は、 

  １１×１１＝１２１(㎠) 

です。 

Ａ Ｄ 

Ｃ Ｂ 

㋑ 

５５㎠ 

㋐ 

５５㎠ ２５㎠ 
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「算数チャレンジ大会２０２５」予選問題 解説 

 

５  

１ 

 

 

 

（解説
か い せ つ

） 

「棒
ぼう

グラフ I 市の農業生
のうぎょうせい

産額
さんがく

」で、令和元年から令和４年までの生産額が等し 

くなるように、ならして考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

または、平均
へいきん

＝合計÷個数
こ す う

 

で計算することができるので、 

                 （９９＋１００＋９９＋９８）÷４＝９９ 

                として求めることもできますね。 

 

 

２ 

 

 

 

（解説
か い せ つ

） 

野菜の生産額は、（農業生産額）×（野菜の割合）で求めることができます。 

令和２年の野菜の生産額は、 

（式）１００×０．２１＝２１（億円） 

令和４年の野菜の生産額は、 

（式）９８×０．２７＝２６．４６（億円） 

このことから、野菜の生産額は、令和４年が多いことが分かります。 

また、その差は、 

（式）２６．４６－２１＝５．４６（億円） 

答え 平均９９億円 

答え 令和４年が、５．４６億円多い。 

（億円） （億円） 
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「算数チャレンジ大会２０２５」予選問題 解説 

 

６  

答え   ③ 

 

（解説
か い せ つ

） 

 ㋐の「８÷１６」という式は、「シートの面積８㎡」を「人数１６人」で割って

いるので、「㋐の１人あたりのシートの面積は０．５㎡になる」ことを表していま

す。 

 ㋑の「５÷９」という式も同様に考えると、「㋑の１人あたりのシートの面積は

０．５５５…㎡になる」ことを表しています。 

   

  ※１人あたりのシートの面積を考えると・・・ 

 

  ㋐            ㋑  

 

 

 

 

 

この場合、「１人あたりのシートの面積が小さいほうがこんでいる」と考えられ

るので、㋐のほうがこんでいることになります。 

よって、③が正解です。 

 

 

０．５㎡ 

 

０．５５５…㎡ 
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「算数チャレンジ大会２０２５」予選問題 解説 

 

７  

１ 

 

 

（解説
か い せ つ

） 

  校舎に植えた苗は  の８株
かぶ

を１組として規則的
きそくてき

に並ん

でいます。 

４３÷８＝５（組）あまり３ より、 

 …   

         ８株が５組（４０株）     あまり３株 

 

４３番目の花は、８株のうちの３番目なので、チューリップの苗になります。 

 

２  

（１） 

 

  

 

（解説
か い せ つ

） 

  １と同じように考えると、３６７÷８＝４５（組）あまり７ より、 

 …   

        ８株が４５組（３６０株）     あまり７株 

 

  ３６７番目の花は、８株のうちの７番目なので、パンジーの苗になります。 

（２） 

 

 

 

（解説
か い せ つ

） 

  ８株で１組とした  の中に、チューリップの苗は４株 

 あります。 

（１）より ３６７÷８＝４５（組）あまり７ だから、 

４５組分のチューリップの苗の個数は ４×４５＝１８０（株）です。 

あまり７株の  のうち、チューリップは３株なので、 

合わせて、１８０＋３＝１８３株になります。 

答え チューリップの苗 

答え パンジーの苗 

答え １８３ 株 

４３番目 

３６７番目 
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「算数チャレンジ大会２０２５」予選問題 解説 

 

８  

１ 

 

 

（解説
か い せ つ

） 

 三角形ＡＢＣの辺ＡＢと辺ＡＣは、どちらも円の半径
はんけい

なので、同じ長さになりま

す。・ 

 

２ 

 

 

 

（解説
か い せ つ

） 

  三角形ＡＢＤから考えていきます。 

  辺ＡＢと辺ＡＤは円の半径と同じ長さ 

 だから三角形ＡＢＤは二等辺三角形です。 

  三角形の３つの角の大きさの和は１８０° 

 なので、 

１８０－（４０＋９０）＝１８０－１３０ 

        ↑  ↑  ＝５０ 
        ㋐  ㋑ 

二等辺三角形では２つの角の大きさが等しくなるから、 

５０÷２＝２５ 

 なので、角㋓の角度は２５°です。 

   

次に、三角形ＡＢＥについて考えます。 

三角形ＡＢＥの残りの角㋔の角度は、 

１８０－（４０＋２５）＝１８０－６５ 

      ↑  ↑  ＝１１５ 
         ㋐  ㋓ 

なので、角㋔の角度は１１５°です。 

 

  最後に、角㋒と角㋔の和は１８０°なので、 

   １８０－１１５＝６５ 

        ↑ 
        ㋔ 

 だから、角㋒の角度は、６５°です。 

 

答え ④ 

答え ６５° 

☆ いろいろな解決方法があるので、 

挑戦してみよう！ 

例えば、三角形ＡＤＥのそれぞれ 

の角を使って考えると… 

25° 

↓ 

25° 

㋔ 
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